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下記のとおり研究経過を報告します。

研究テーマ 高性能ミリ波吸収磁性体の倉1製

研究経過報告

(注:適宣参考資料を添付してください。)

高画質映像などの画像情報をはじめとする大容量データを伝送するための次

世代通信方式として、現在、ミリ波を用いた高速無線通信法が大変注 目を集め

ている。近年、申請者の所属する研究室では、金属置換型 3-Fc203が自然共鳴

により高周波 ミリ波領域で電磁波を吸収することを報告 している。金属置換型

伊Fe203は、金属酸化物であるため長期間に渡って安定であり、EMI抑 制材料

として ミリ波吸収体などの高周波 ミリ波用エ レク トロエクスヘの応用が期待

されることから、大変注 目を集めている。申請者は金属置換型 3-Fe203からな

る高効率 ミリ波吸収体の実現 と実用化を目標 とし、今年度は、(1)金属置換型

3-Fe203の複素透磁率ψ)および複素誘電率(3)の測定、(2)〃、3を用いた理論計算

によリインピーダシス整合のとれた吸収体を設計し、作製および評価を行 うこ

と、の 2点 の達成を目標 としている。

現在までに本年度の目標(1)、60 GHz近傍に自然共鳴による電磁場吸収を示す

ガリウム置換型 伊Fe203、即ち3-GらFe2ギ03●=0・51,0.56,0.61)の50 75 GHz(V

バン ド)の領域におけるμと3の評価を行った。伊GttFe2‐χ03の Vバ ン ド領域に

おける反射率と透過率を測定したところ、声 0.51は64 GHz、声 056は 59 GHz、

炉 0.61は55 GHzを 中心とする自然共鳴による吸収が観測 された。測定した反

射率と透過率から、伊G3ぱe2す03の μと3を求めたところ、炉 0.51はμ''max=0.43

(64 GHz),芹 0.56は μ"max=0.29(57 GHz),炉 0.61は μ''lllax=0・18(54 GHz)で あ つ

た。観測 された μ
ル
maXは報告 されている Vバ ン ドにおける電磁波吸収材料 とし

ては最大であ り、3-Gぱ c2】03は 高い ミリ波吸収性能を実現できると期待 され る。

(A.Namai,S.Kurahashi,H.Hachiya,K.Tomita,S.Sakurai,K.Matsumoto,T.Goto,

and S,OkOshi,五 IPPえ Pttss,血mttor rcvislo■.添 付資料)

今年度の後半は、目標(2)である、得 られた 伊GらFe2ギ03の μとどか ら理論計算

を用いて 伊GttFe2】03か ら構成 され るミリ波吸収体の設計、作製お よび評価 を

行 う予定である。

り相違ありま


